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 要 旨   

目的： 

乾癬と診断された人は、早世のリスク増加が見られるが、理由は明らかでない。そこで、

乾癬をもつ患者でアルコール関連死のリスク増加が認められるかどうかを調べた。  

方法： 

乾癬の患者の発症は、18歳以上で Clinical Practice Research Datalink (CPRD)の 1998

年から 2014年分の詳細なデータを使用し、Hospital Episode Statistics (HES)と Office 

for National Statistics (ONS)の死亡記録を突合した。乾癬患者のコントロールとして性、

年齢が一致した乾癬を持たない患者を 1:20 人で選んだ。アルコール関連死を ONS の死

亡記録から得た。Cox 比例ハザードを用いて、社会経済的要因を調整したアルコール関

連死に関する死因別ハザード比を求めた。 

結果： 

本研究では、乾癬患者が 55,537人、コントロールが 854,314人であった。年齢の中央値

（平均値）は、47（27）歳であった。408,230人（44.9%）が男性であった。追跡期間の

中央値（平均値）は、4.4（6.2）年で、アルコール関連死は、乾癬患者では 10,000 人年

あたり 4.8（95%信頼区間、4.1-5.6; 152 人）で、コントロールでは 10,000 人年あたり

2.5（95%信頼区間、2.4-2.7;1118 人）であった。乾癬患者のアルコール関連死のハザー

ド比は、1.58(95%信頼区間、1.31-1.91)で、主な原因はアルコール性肝炎（65.1%）、肝

線維化及び肝硬変（23.7%）、アルコールを原因とする精神および行動障害（7.9%）であ

った。 

結論： 

乾癬患者は性、年齢が一致した一般集団に比べてアルコール関連死のリスクが平均して

60%増加する。これは、乾癬患者の早世に寄与している重要な因子かもしれない。この結

果は、乾癬患者への AUDITによる一次予防、二次予防における飲酒量の判定や飲酒乱用

の発見を通じ、日常的なスクリーニング、同定、治療が必要であることを示す。 

 


